
害蟲展season6 いよいよ東京・大阪で開催！
今年のメインビジュアルは「コクゾウムシ」！
体長わずか2〜3ミリのコクゾウムシ。穀物を主な餌とし、
特にお米を好むことから「米くい虫」とも呼ばれています。
コクゾウムシのように私たちにとっては“害虫”として扱われ
る存在に、新たな視点から光を当て、生命の造形や存在の意
味を害蟲展では問い直しています。近年、価格が高騰し米の
価値が再評価される中、「米を食す生きもの」としてのコク
ゾウムシの姿を見つめ直すことは、人間と自然との関係性を
考えるひとつの契機となるかもしれません。

選ばれた20作品に込められた“蟲の美”
全国から寄せられた約100点の応募作品の中から、厳正な審
査を経て、優秀賞3作品と入選17作品が選出されました。ど
の作品にも、見過ごされがちな“害虫”の姿に対する繊細な観
察と独自の視点が込められています。特に選ばれた作品の虫
がもつ自然の造形美や堂々とした存在感をとらえた表現は、
観る人の感性を刺激します。
この夏、“害蟲”という存在を通じて、美しさや生命の多様性
を見つめ直す機会として、ぜひ会場でご覧ください。

2025年8月24日
(日)13:30〜
15:00

詳細はこち
ら

2025年8月17日
(日)10:00〜
12:00

詳細はこち
ら

2025年8月23
日(土)9:15〜
12:00頃

詳細はこ
ちら

～害蟲展season6 審査員のイベント情報～

夏の昆虫観察
夏の昆虫を探して観察するイベント
（箕面公園昆虫館 館長：中峰空先
生）

絵本作家たての先生と見る・歩く・
聞く！自然発見イベント【第１弾】
観察会「たての先生と行く！自然観
察の森」

昆虫博士・丸山宗利先生講演会
「昆虫博士に聞いてみよう♪虫をめぐ
る冒険」

害蟲展season6 会期情報
【東京会場：MATERIO base】
2025年8月23日(土)〜9月11日(木) 13:00〜20:00
※休館日：月・火

【大阪会場：箕面公園昆虫館】
2025年9月17日(水)〜9月29日(月)
10:00〜17:00（入館は16:30まで）
※休館日：火

左から、舘野 鴻先生、服部雄二先生【最終審査写真】
丸山宗利先生、満田晴穂先生、弊社代表･岡部美楠子

season6特設ページ↑

https://www.oita-agri-park.or.jp/oitapark_event/0824maruyamahakase/
https://www.oita-agri-park.or.jp/oitapark_event/0824maruyamahakase/
https://www.mino-konchu.jp/e785003.html
https://www.mino-konchu.jp/e785003.html
https://www.kanagawa-park.or.jp/tanzawavc/pdf/2025tateno3event.pdf
https://www.kanagawa-park.or.jp/tanzawavc/pdf/2025tateno3event.pdf


ヒメツユムシ
（姫露虫）

バッタ目ササキリモドキ科
学名：Leptoteratura sp.

今月のInsect 写真/解説
中峰 空

8thCAL技術顧問
箕面公園昆虫館館長

Information

●Pick up 展示会情報
害蟲展season6 開催決定！
※8thCAL主催の公募展です

●Pick up 講演情報
第69回生活と環境全国大会（主催：一般財団法人日本環境衛生センター）
日程：2025年10月16日(木)〜10月17日(金)
会場：フォレスト仙台（宮城県仙台市青葉区柏木1-2-45）

詳細はこちら

●リリース情報
生物多様性や都市環境などを、横断的に見つめ直す
インタビューサイト「species（スピーシーズ）」を公開！

公式サイトはこちら

Insectopia インセクトピアの配信登録はこちらから！

QRコードを読み取り後、登録フォームよりご登録ください。
ニュースリリースや採用情報、イベントなどの最新情報を
配信中です。

体長10〜13mmほどの軟弱なササキ
リモドキ。オス腹端の尾肢は左右非
対称で非常に複雑な形態をしている。
照葉樹林の林縁の樹上に生息する。
成虫の時期は盛夏から晩秋で、比較
的長く見られる。見た目は繊細だが
肉食性で小さな昆虫を捕食する。

建築段階での害虫・害獣に関する衛生
管理についての実態調査を実施！
近年、都市部の密集化や衛生意識の高まりを背景に、建物
への害虫獣対策が課題とされています。そこで建築現場の
実態とニーズを明らかにすべく、実態調査を実施しました。

【調査概要】
• 調査方法：インターネット調査
• 調査対象：建設・建築関連業務に従事する実務担当者

1,400名

【調査サマリー】
• 建築・施工に携わる実務者のうち、過去に建物で害虫や

小動物の被害を経験した人は33.9％
特にシロアリ、ゴキブリ、ネズミの被害が多く、建

物の構造や衛生環境に影響するリスクが確認された

• 顧客からの“害虫獣対策要望”、1割強が実際に経験あり

公式HP 害蟲展X

害蟲展Instagram

対策ニーズが高まると感じる理由には衛生意識、気候変
動、建物構造など多角的な要因が挙がる

調査結果詳細はPR TIMESの記事をご覧ください！
https://x.gd/a5CWV（8thCAL株式会社 2025年7月3日配信）

シェルグループの新規事業
建築業界で衛生意識が高まるなか、シェルグループでは環
境配慮型の建築衛生コンサルティングを新たな事業として
展開しています。この数年で建築前の設計段階から施工後
のアフターフォローまで、トータルサポートを行い導入実
績を重ねています。今後もこうした取り組みをさらに強化
し、建築現場における害虫獣対策のニーズに応えるサービ
スを拡げていきます。

• 「今後、害虫獣対策のニーズは高まると思う」と回答し
た人は全体の38.5％
一方で「高まらない」と答えた人は2割程度にとどまり、
ニーズの高まりを予感する声が優勢だった

• 虫獣対策ニーズを押し上げる背景

現場での衛生配慮ニーズを感じている層が14.3%

https://www.jesc.or.jp/training/tabid/141/Default.aspx
https://species.design/
https://sites.google.com/8thcal.design/exhibition/
https://sites.google.com/8thcal.design/exhibition/
https://x.com/8thCAL_exhibi
https://x.com/8thCAL_exhibi
https://www.instagram.com/gaichuten/
https://www.instagram.com/gaichuten/
https://x.gd/a5CWV
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